
松山に到着したときの様子

　10月28日より第17回全国障害者スポーツ大会が愛媛で開催さ

れます。本日より、愛知県選手団の陸上競技役員（チーフコー

チ）として参加するため、選手とともに愛媛入りしました。全国障

害者スポーツ大会とは、障害のある選手が、競技等を通じ、ス

ポーツの楽しさを体験するとともに、国民の障害に対する理解を

深め、障害者の社会参加の推進に寄与することを目的とした障

害者スポーツの全国的な祭典です。オリンピック終了後に開催

されるパラリンピックのように、毎年、国民体育大会終了後に開

催されています。今年は愛媛県で開催されます。今日から5泊6

日の遠征ですが、選手の一生懸命とスタッフ陣のチームワーク

の結集により、多くの足跡と物語を刻みたいと思います。

　朝8時に名古屋を出発し、東海－山陽を経て瀬戸の海を渡り、

一路「伊予の国 愛媛」に到着しました。16時頃、松山駅到着前、

車内では「愛知県選手団のみなさん、お疲れ様でした。ご健闘を

お祈りします。」と車内アナウンスがあり、こころ温まるおもてなし

に感激しました。松山駅では盛大な歓迎セレモニーが行われ、

多勢のみなさんにお出迎えをしていただきました。

　10月は嬉しい知らせがたくさんありました。

　その一つが、準硬式野球部の2部優勝、入替戦勝利、1部昇格の知らせです。おめで

とう。研究室の学生（Tくん、Hくん、Mくん）が準硬式野球部に所属しており、9月中旬か

ら「勝った」との知らせが来ていました。10月に入っても、「勝った」が続き、ついに「優

勝しました」との報告でした。同級生のゼミ生も、応援し、勝利を称えました。毎週のゼ

ミで、たくさんの友人に、「がんばったね」「よかったね」と言われている姿を見るのも嬉

しかったです。また、勝利した学生も、どこか誇らしげで、何だか嬉しそうで、足が軽い

感じがしていました。勝ちを重ねるたびに、学生の顔が良い顔に変わっていくのがわか

りました。本人（選手）たちの努力はもちろんですが、周囲（特に友人）の応援（視線）が

選手を強くしていると感じました。誰かが気にしてくれている、そういった経験が、選手

を育んでいるのだと言うことも再確認できました。

　ゼミ生（選手）たちは、勝ったことに満足しているわけではないと思いますが、勝った

からこそわかることがあると思います。今回、ゼミ生（選手）たちが教えてくれたことが

あります。『大学に行くのが楽しみ。』だって言うのです。負けが続いた昨シーズンは、

また何か言われるのかな・・・と思いながら、重い気持ちで大学に向かったこともあるそ

うです。でも、今は違います。大学に行くのが楽しみだと言っていました。皆さんはそう

思って大学に来ていますか？部活に行っていますか？？やっぱり、わくわくしながらそ

こに行きたいですよね。会いたい人がいる、やりたいことがある、そんな場所に行きた

いですよね。コモンズセンターもそんな場所を目指して、さらなる工夫をしていきます。

　準硬式野球部は勝ちを重ねました。もう一度、あの勝ったときの瞬間を味わいたい。

だからもっと練習したい。そう思う選手が増えれば増えるほど、チームは強くなるのだ

と思います。これからが勝負です。来春、1部での戦いが楽しみです。

 次に、卓球部所属のOくん。オール西日本大会の予選を通過したとの知らせをもらい

ました。本戦が（今日から私が滞在している）愛媛で開催されるとのこと。今日、初めて

愛媛に来ましたが、穏やかな街です。健闘を祈ります。

　硬式野球部は連覇が達成できず、残念でした。今シーズンも、何回か球場に応援に

行きましたが、イキイキとプレーする姿や、必死になって仲間を応援する姿に、”良い

研究室のHくん。

準硬式野球部の2部優勝時の胴上げ。

【2017年10月26日】

嬉しい知らせ・・・

　本日から愛媛・松山入りしました。松山は暑く感じ、お天気アプリ情報によると、松山の 高気温は18度でした。



なぁ”と温かい気分になりました。硬式野球部のUくんが、シーズンを終えて、自信がつ

いたと教えてくれました。また、チームの連覇はなかったけれど、自分としては 高の

シーズンだったと嬉しい気持ちを伝えてくれました。これを聞いて、私も嬉しくなりまし

た。私も嬉しいとUくんに伝えた所、「ほんと良かったです！」と連絡が返って来ました。

ここから感じたことがあります。それは、本人も嬉しいけど、それが誰かの嬉しいにつ

ながっていると、”とても嬉しい”になること・・・でした。Uくん、初ベストナイン、おめでと

う。Kくん、3度目のベストナイン。さすがです。

　他にも、陸上競技部のOくんが自己ベストを更新した話題もあり、スポーツの秋を感じ

ました。しかし、勝てない話も聞きます。チームの雰囲気も悪く、状態も良くないとの声

も聞こえて来ます。でも、そんな苦しい状況でも、支えてくれるチーム関係者や友人が

いる事を、彼ら彼女らは忘れてはいません。次こそ、全ての人たちの想いが乗った勝

ちを届けたいと思っていました。この思いが、彼ら彼女らを強くしています。これからも

応援し、支えて行きます。皆さんも一緒に応援しましょう！

卓球部のOくん。

ベストナインに選ばれた硬式野球部のUく

ん（左）とKくん（右）。

　いつもお読み頂き、ありがとうございます。今回で30回目となります。良く続いたと、自分でも感心しています。

　本メッセージの愛読者？からいろいろな意見をいただきます。多くは「長すぎる」や「訳が分からない」と非難的なもの。「長い」は改善し

なければなりません。また、「意味不明」な点は私の文才の限界なのかもしれません。努力はしますが、どうかお許し頂ければと思いま

す。ほんの少しですが、「楽しみにしています」とのご意見も頂きます。実は、皆さんの「読んでいます」が支えとなっています。応援って、

大事ですね・・・。

コモンズセンター長　　伊藤　守弘


